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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

社会的マイノリティーの子ども・若者に対する様々な支援 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
理念的には「ソーシャル・インクルージョン」であり「誰も排除されない社会」を目指す。 
社会におけるマイノリティーは多様である。不登校・ひきこもり・様々な障害を持つもの・LGBT・生活困
窮家庭・多文化家庭など様々であり、なんらかの生きづらさを抱えている人は決して少なくはない。 
「マイノリティーが生きやすい社会は、誰もが生きやすい社会」と考えています。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
１、学習支援（原則無料） 
２．様々な社会体験 
３．コミュニケーションのワークショップの実施 
４．発達障害当事者会の運営 
５．フードバンク等を利用した生活支援 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生

まれた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

原則無料の学習支援は週二回実施（希望する高校に入学することができた。発達障害当事者会は月一回実施。 

（参加者の孤立、自尊感情の低下を防ぐ効果はあった。）コミニケションのワークショップは月一回実施（一定の効

果はあったと考えられる。） 

合宿・旅行は年間２～３回実施。（生活の様々な場面を共有することによりソーシャルスキルの向上と参加者相互

の親睦がはかられた。） 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

無料の学習支援については広報の工夫が必要。また日野市当局や社会福祉協議会との一層の連携が必要。 

卒業生が大学生になり、後輩のサポートをしてくれる状況が生まれつつある。 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

〇参考資料あり・ 特になし 

 

1980年に八王子市にて TAKAO「飛ぶ教室」（地域の補習塾）として発足。入塾テストをせず、

「誰でもが入れる教室」にしたため、学習に遅れのある子や不登校の子ども、「ひきこもり」の

若者が徐々に増え、1997年日野市移転と共に「ＨＩＮＯ飛ぶ教室」に名称変更しインクルージ

ョンに基づくフリースクールに。近年では発達障害のメンバーが増加傾向にあり、2012年に発

達障害当事者会を設立、２０１９年には東京都発達障害当事者会ネットを設立し、滝口が代表理

事に就任。 




